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　農業委員の農業共済組合推薦委
員であった神田文好さん（国東
町）の退任により、新任として、
安部平さん（安岐町）が６月１日
付で就任しました。

農業委員の交代農業委員の交代
　７月20日㈮午前10時から、国東町小原のいこいの村国東
で、国東市畜産組合の設立総会が、組合員や来賓、関係者約
50名が参加して開催されました。
　同組合は、各町の畜産和牛生産組合・研究会の解散に伴
い、市内の畜産農家相互の連携の強化、技術の向上を図り、
経営における安定、発展をめざすために、組合員36名で設立
されました。
　総会では、設立発起人代表の岐部和生さんのあいさつに続
き、野田侃生市長、猪俣俊雄市議会議長をはじめ来賓の皆さ
んが祝辞を述べた後、規約や事業計画、予算などについて協
議。初代組合長に加藤哲也さん（安岐町）を選出しました。

国東市畜産組合設立総会

椎茸国東の面目躍如!!
亡き主人が取らせてくれた農林水産大臣賞
　このほど静岡県で行われた第55回全国乾しいたけ
品評会「香茹（こうこ）の部」で全国一にあたる農
林水産大臣賞を受賞した国見町西方寺の小野三耶子
さん（63歳）。国東市からの受賞は、実に21年ぶり
のことで、今回の快挙に小野さんは、「びっくりし
ました。昨年10月に37年間連れ添った夫（欽三さん・
享年66歳）に先立たれて、椎茸栽培もやめようかと
思っていたんですが、まだやめるなという主人から
のメッセージなんですかねえ。」と笑う。

　７月７日㈯には、豊
後大野市での表彰式に
参加し、７月10日㈫に
は、同品評会の「茶花
冬茹（ちゃばなどんこ）
の部」で林野庁長官賞
を受賞した安岐町成久
の竹中秀徳さんととも
に、野田侃生市長に受
賞の報告に市役所を訪れました。
　小野さんの話。「昨年まで、森121とゆう次郎とい
う品種を７万個接種していました。今回の受賞は、
今でも夢みたいです。主人が生きていれば、どんな
に喜んだろうかと少し残念な気がしますが、今回の
受賞を励みに、少しでも長く椎茸栽培を続けていき
たいと思います。ここ西方寺地区は、椎茸栽培の上
手な人がたくさんいます。力作業が多いので、高齢
化が進んでいるため先行きが少し心配です。今は、
椎茸の単価もキロ当たり４千円を超えていて、経営
的には恵まれてきました。これからも、自分の心に
正直に少しずつですが頑張ります。」

安部　平　委員
（安岐町掛樋）

担当地区：山浦・橋上・掛樋

▲野田市長に受賞報告に訪れた竹中さん（左）と小野さん（右）

▲農林水産大臣賞の受賞を喜ぶ
小野三耶子さん

▲総会では、各種畜産共進会の参加をはじめとする
　事業計画や予算について協議されました

▲「組合員の皆さんと一緒に、国東の
　畜産発展のために頑張ります。」と
　あいさつする加藤組合長

一冊の本に思いを込めた一冊の本に思いを込めた
国東で生きることの意義、
本当の幸せ！！
国東で生きることの意義、
本当の幸せ！！
　安岐町成久で養鶏業を営む大熊良一さん（56歳）
が、このほど“熊さんのトリ小屋通信”を出版し、全
国の読者の皆さんから大きな共感を得ています。
　この本は、10年間のサラリーマン生活に見切りをつ
けて、二十数年前に故郷で自然相手の農業に転職した
大熊さんが、４年前の平成15年９月から朝日新聞の大
分版にはじめた、連載「熊さんのトリ小屋通信」をま
とめたもので、内容は農業のことにとどまらず自然環
境や教育問題等実に多種多様です。大熊さんは、800羽
の鶏の世話をする間も卵を配達する間も、寝ていると
き以外は四六時中何を書こうかと文章のことを考えて
いるそうです。
　マラソンが趣味の大熊さんは、奥さんのみどりさん

と、社会人となった息
子さん、娘さんと80歳
になる母親と５人暮ら
しです。奥さんのみど
りさんは、大熊さんを
評して「ひと口で言う
とねばり強い人です。
口に出したことは、必
ずやりとげます。それ
がこの本に集約されていると思います。」
　大熊さんの話。「書いた原稿は、まず妻に読んでもら
います。市民の皆さんに、やる気があれば50歳を過ぎ
てもこんなことができるということを知ってほしいで
す。私は、このコラムを書くまでは、日記もつけたこ
とがなかった人です。ある意味この本は、妻との共同
作業で完成したようなものです。読者の方との出会い
やふれあいも生まれたし、それが何よりの励みになり
ます。充実したバリバリの50代をやってますよ。」

　武蔵中学校２年２組の瀧口真由さん、相部桃子さん、藤原史歩さん
の３人が、職場体験学習の一環として、７月17日㈫に国東市役所企画
課広報公聴係で、一日取材活動に汗を流しました。
　３人は、11日㈬から18日㈬までの５日間、職場体験学習として、武
蔵総合支所や武蔵保健福祉センター等で体験学習を行いました。
　17日は、市役所本庁内の職場を見学した後、安岐町で養鶏業を営む
大熊良一さん宅で、取材を見学しました。午後は、国見町農業公社や
くにみ海浜公園、国体推進室を取材しました。

▲国見町農業公社の前田課長（右）に、農業についての
　いろいろな話を聞きました

職場体験学習で市役所の仕事を体験職場体験学習で市役所の仕事を体験

職場体験で感じたこと
　私は、国東町にある本庁へ来たの
は初めてですが、支所より大きく、
働いている人数もとても多く驚きま
した。また、安岐町の「トリ小屋通
信」を書いている、大熊さんの取材
を見学しました。こんな仕事もして
いるんだなあと思いました。
　国見の農業公社では、農業の現状
についてお話を伺いました。後継者
ができないこと。しかし、その反
面、水田に張った水が地域温暖化の
悪化を遅らせる効果があるというこ
とを聞きました。また、「アストくに
さき」では、来年行われる大分国体
のことや参議院選挙の会場も見学さ
せてもらいました。
　市役所の仕事は範囲が広く、大変
ですが、働いている方たちの頑張り
で私たちは安定した生活を送れるん
だなあと思いました。  （相部桃子）

感動した職場体験！！
　私が、職場体験で一番心に残って
いることは、国見農業公社へ取材に
行ったことです。今、農業の後継者
が減少しつつあるそうです。私は、
生まれも育ちも田舎で、稲穂の揺れ
るのを見て大きくなったので、田ん
ぼが減るのはとてもさびしいです。
しかし、私の好きな田んぼを一生懸
命守ろうとしている人たちがいるこ
とがわかって、少し安心しました。
　私は、この職場体験を通して、た
くさんのことを学ぶことができまし
た。とても充実した職場体験ができ
たと思います。最後に、取材をさせ
ていただいた方々、市役所の職員の
皆さんありがとうございました。

（藤原史歩）

初めての取材
　午前中、安岐町の大熊さんの家に
行き、企画課で働いている萱島さん
と田川さんが取材をする。大熊さん
は、今出版をしている「トリ小屋通
信」という本を紹介していた。農業
をしていて本を出すことはめずらし
い。鶏を800羽飼っているそうだ。
　午後は、国見農業公社を訪問し、
前田課長にお話を伺った。前田課長
の話。「現在、国見と安岐にしか農業
公社はないが、将来は国東市内全域
をカバーして農業を守っていけたら
いいなあと思っています。」
　次に、「アストくにさき」に行き
見学をした。来年行われる大分国体
では、アストくにさきがウエイトリ
フティングの会場になるという。私
も、中学生として大会成功に向け
て、自分たちのできる協力をしてい
きたい。　　　　　　  （瀧口真由）
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▲出版した本を持つ大熊さんと奥さんのみどりさん


